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Facebookとは
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Facebookは、世界最大のSNS(ソーシャル・ネットワー
キング・サービス)です。

SNSとは
SNSとは、インターネットを通じて不特定多数の人間が
コミュニケーションをとるための仕組みを構築して提
供するサービスです。
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イベント
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ブログ
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人財育成委員会の担当者が取材して記事を書く

受動的な発信

Facebook
設営担当委員会が想いを込めた記事を作成

能動的な発信が可能
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設営委員会の視点から強い想いをもって事業等に対
する情報を発信する。

まずは長岡JCメンバーが積極的に「シェア」「イベント
参加」して情報を波及させる。

そうすることで、ブログと比較してより積極的・能動的な
情報発信を行うことができます！私たち長岡JCの活動
についてより多くの市民の皆様に知っていただき、理
解を深めていただくために、ご理解・ご協力をお願い致
します。
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Facebook
長岡JC公式アカウント運用ガイドライン

Facebookの基本機能を解説

インターネットを通じて発信するリスク

記事作成にあたってのチェックリスト

記事発信までの流れ
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2. 発信することのリスク
SNSはインターネットを利用したサービスですから、SNSを用いた情
報発信はインターネットを通じた全世界に向けての発信であることに注
意しなければなりません。まして長岡JC公式アカウントを用いて発信す
る以上は、Facebookやブログ上のコメント一つとっても、それが長岡JC
の公式見解であるとみなされることを意識してください。

炎上
炎上とは、あるコンテンツ（ブログやFacebookの記事等）に対する批
判・非難が爆発的に広がる様を表します。元となった媒体に留まらず
外部の電子掲示板等に波及して社会現象となることもあります。炎上
のきっかけは様々ですが、炎上が起こる大きな原因として、インター
ネットの公共性・公開性に対する配慮が不足していることが挙げられま
す。
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記事作成にあたってのチェックリスト
その記事は、長岡JC公式アカウントから発信すべき内容ですか？
□暴力的な表現はありません。
□差別的な表現はありません。
□猥せつな表現はありません。
□いじめや嫌がらせを思わせる表現はありません。
□悪ふざけ等の人を不愉快にさせる表現はありません。
□人権侵害やテロ行為、またはそれらを美化する表現はありません。
□誰かの名誉や信用を毀損していません。
□誰かのプライバシーを侵害していません。
□他者の肖像権を侵害していません。
□他者の著作権を侵害していません。
□記事の内容は、長岡JCファンの獲得に寄与するものです。

□はい、この記事は長岡JC公式アカウントから発信すべき内容です。
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民法等により保護される権利の侵害
名誉(信用)毀損
成立の要件
① 人が社会的な評価を受けていること
② 加害者が事実を適示することによって社会的な評価が低下したこと

名誉棄損おける名誉とは、人が社会から受ける客観的な評価のことです。すなわち
名誉棄損とは、事実を適示することによって、品性、徳行、名声、信用等の人格的価
値について社会から受ける評価を低下させる不法行為です。手段・方法は問わない
ので、インターネットを通じた行為による名誉棄損も当然に含まれます。

名誉棄損は特定の人に対する行為である必要がありますが、仮名やイニシアルの
人であっても特定の人であると推認できる場合には、名誉棄損が成立します。また、
適示した事実が真実であっても成立する場合がありますので、本当のことだから名
誉棄損には当たらないと考えるのは間違いです。

インターネット上においては、名誉棄損にあたる内容を転載したり、リンクを張るだ
けで名誉棄損になります。

名誉棄損が成立すると民法上の損害賠償責任等が発生するほか、名誉棄損罪と
して刑事罰を受けることもあります。
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3. 記事発信までの流れ 設営委員会
総務広報委員会
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ご清聴ありがとうございました。


